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平成１５年１２月

農 林 水 産 省

ＷＴＯ一般理事会の概要

日 時：平成15年12月15日（月）及び16日（火）

場 所：ジュネーブＷＴＯ本部

出席者：大島大使、経済産業省佐野経済産業審議官、農水省小西国際

部長、経済産業省田中通商機構部長、外務省佐藤国際機関第

一課長、財務省小口参事官他

１ 「カンクン閣僚会議のフォローアップ」に関する議題について、カ

ンクン以降重点的に進めてきた４分野（農業、非農産品アクセス、綿

花及びシンガポール・イシュー）の交渉状況についてカスティーヨ議

長が報告した後、今後のプロセスの進め方として、

(1) 農業及び非農産品アクセス交渉については、デルベス議長案を

出発点として引き続き枠組み合意を目指すこと

(2) 来年、新たな交渉グループ議長を選任（２月予定）した後に、

早期に、全ての交渉グループを再開して議論を行うこと

等を提案した。

、 、 、「 、２ また カスティーヨ議長は 現状の評価について カンクン以降

交渉の前進はあったが、未だ軌道に戻るまでには至っておらず、来年

早期に交渉を前進させられるよう更に大幅な努力が必要」と述べた。

３ その後、各国の意見表明が行われ、大勢が、農業及び非農産品アク

セス交渉について引き続き枠組み合意を目指すこと及び全ての交渉グ

ループを再開することなど、議長が提案したプロセス全般を支持する

流れとなり、特段の異議は唱えられなかった。
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カンクン閣僚会議以降の交渉経緯

○9/10～9/14 カンクン閣僚会議

○10/24～11/12 ４項目に関する非公式少数国会合（第１ラウンド）

・農業：10/24他

・非農産品市場アクセス：10/28他

・綿花：11/11他

・シンガポール・イシュー：11/12他

○11/20～12/3 ４項目に関する非公式少数国会合（第２ラウンド）

・農業：11/20､11/21

・非農産品市場アクセス：11/26､11/27

・綿花：11/26

・シンガポール・イシュー：11/24､12/3

○12/8,9 ＥＵ対外関係閣僚会議

（ＥＵ戦略ペーパーについて議論）

○12/9 非公式首席代表者会合

（12/15からの一般理の進め方について）

○12/15､16 一般理事会

○2004 2/11 一般理事会（一般理事会議長の任期の期限 （予定））


